


















































































































































































































































ました。自分の頭を使って考えないと柔軟な す。欲を言えば， 1つ 1つの疑問に関しての
思考力は養われないので，今の授業は結構良 はっきりとした答えを言ってもらえると良




教員養成 GP「高度な授業力育成のための授 ください。」 (2007年5月）というような要




フェリペ 2 世（在位 1556~1598) による旧 にも次のようなものがある。「とても楽しい
教政策のことで，宗教的対立の解決困難性や です。今まで知ることが出来なかったことを
君主政の問題点などにも深めていくことが 知ることができて嬉しいです。でも，正直
できる疑問である。 いえば不安もあります。授業では“考え方”
(7) 氏名は明らかにせず，提出された全ての疑問 を教えてくれるけど，嫌な言い方をすると，
を掲載している。同じような疑問も多いが， テストが心配です。どんな問題なんでしょう
それらも各自の表現で全て載せることで，各 か…でも話はドンドンふくらませてくださ
生徒が自らの疑問を全体の中で位置づけら い！！」 (2007年5月）
-120 -
(12) 「この一年間の世界史の授業は，楽しかった
し納得できる授業でした。ただ漠然と事実だ
けを学ぶのではつまらないけれど，その裏側
の事情を知れば納得できるし，そういうこと
を続けていくことで，自分で疑問を持って，
他のできごとについて考える時でも根拠の
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ある考え方ができるようになるのだ，と思い
ます。納得は大事！！」 (2007年3月）といっ
た感想が学年末には多い。しかし生徒が感想
にどれほど本音を書くかは未知数で，いかに
して率直な感想を引き出すかは授業改善の
観点からも重要な問題である。
